
事業予定者が提案した九州・長崎 IR
のイメージ（令和3年8月30日時点） クリスタルタワー

ホテル

MICE 施設
（交流拠点施設）

コンサートホール

パレス
ハウステンボス

カジノ

産
官
学
民
一
丸
で
取
り
組
む
Ｉ
Ｒ
誘
致

　
昨
年
11
月
11
日
に
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存

症
対
策
や
治
安
対
策
な
ど
の
懸
念
事
項
対
策
を

検
討
す
る「
九
州
・
長
崎
Ｉ
Ｒ
安
全
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
準
備
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
4
月
12
日
に
は
Ｉ
Ｒ
の
高
い
経

済
効
果
を
九
州
全
域
へ
波
及
さ
せ
る
た
め
に
、

九
州
経
済
界
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た「
九

州
Ｉ
Ｒ
推
進
協
議
会（
K
カ
ー
ク

Ｉ
Ｒ
C
）」が
、
4
月

23
日
に
は
長
崎
国
際
大
学
や
長
崎
県
立
大
学
を

中
心
に
、
地
域
の
観
光
産
業
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
材
育
成
を
検
討
す
る「
九
州
・
長
崎
国

際
観
光
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
準
備
会
」が

発
足
し
ま
し
た
。

　
佐
世
保
、
長
崎
、
そ
し
て
九
州
全
体
を
盛
り

上
げ
る
安
全
安
心
な
Ｉ
Ｒ
の
実
現
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
九
州
・
長
崎
Ｉ
Ｒ
」の
実
現
に
向
け
て

　
全
国
で
最
大
3
カ
所
と
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｒ
区

域
認
定
の
獲
得
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
県
と
Ｃ

Ａ
Ｉ
Ｊ
で
区
域
整
備
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
来

年
4
月
ま
で
に
国
へ
申
請
し
、
国
の
認
定
を
受

け
ら
れ
れ
ば
、
令
和
9
年
ご
ろ
の
Ｉ
Ｒ
開
業
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
県
、
市
、
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｊ
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ゲーミング
エリアは全体の
延べ床面積の
3%以内

Ｉ
Ｒ
誘
致
に
関
す
る
取
り
組
み

は
テ
レ
ビ
番
組「
キ
ラ
っ
都
さ
せ

ぼ
」で
も
紹
介
し
ま
す
。

パレス
ハウステンボス

ウォーターマーク
ホテル長崎

ホテル
ヨーロッパ

江上 IC

ハウステンボス
入国棟

ドムトールン

ハウステンボス

IR 候補地
（約 31ha）

佐
世
保
か
ら
世
界
へ

「
九
州
・
長
崎
Ｉ
Ｒ
」の
実
現
を
目
指
し
て

特集

ジャパンハウス
（イベント施設）

ジャパンスクエア
（イベント広場）

メディカルモール
（医療系施設）

宿泊施設
（ホテルヨーロッパを改修）

多
様
な
雇
用
の
創
出
や
定
住
人
口
の
増
加
な

ど
を
目
指
し
、
本
市
の
8
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る「
Ｉ
Ｒ（
特
定
複
合
観
光
施
設
）誘
致
」。
本
年

8
月
30
日
に
は
長
崎
県
が「
カ
ジ
ノ
オ
ー
ス
ト
リ

ア
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン（
Ｃ
Ａ
Ｉ

Ｊ
）」を
設
置
運
営
事
業
予
定
者
に
決
定
し
、
県
、

市
、
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｊ
が
連
携
し
て
国
の
区
域
認
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｊ
が
提
案
す
る

Ｉ
Ｒ
の
施
設
紹
介
や
Ｉ
Ｒ
誘
致
が
も
た
ら
す
6

つ
の
効
果
、
地
元
関
係
者
の
ご
意
見
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
創
生
の
起
爆
剤
と
な
る
Ｉ
Ｒ

　
Ｉ
Ｒ
と
は
、ホ
テ
ル
や
国
際
会
議
場
、展
示
場
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
な
ど
が
一
体
と

な
っ
た
複
合
型
の
観
光
施
設
で
す
。
Ｉ
Ｒ
と
い

え
ば
よ
く
カ
ジ
ノ
が
連
想
さ
れ
ま
す
が
、
カ
ジ
ノ

（
ゲ
ー
ミ
ン
グ
エ
リ
ア
）は
施
設
全
体
の
延
べ
床
面

積
の
3
％
以
内
と
法
令
で
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お

り
、
誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
施
設
で
す
。

　
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
地
域
に
Ｉ
Ｒ
を
誘
致
し
、
国

内
外
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
観
光
客
が
本
市
を
訪

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
多
様
な
雇
用
の
創
出
や
定

住
人
口
の
増
加
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
今
、
I
R
は
厳
し
い

経
済
を
立
て
直
し
、
地
域
を
活
性
化
す
る「
地
方

創
生
の
起
爆
剤
」と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
と
、
本
市
は
考
え
て
い
ま
す
。
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迎賓館
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ま
た
、
多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
実
施

で
き
る
よ
う
に
、「
モ
ダ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
た
複
数
の
屋
内
外
施
設
を
予
定

し
て
お
り
、
日
本
の
文
化
芸
術
と
最
先
端
技
術

を
掛
け
合
わ
せ
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ウ
ィ
ー

ン
の
音
楽
団
な
ど
を
誘
致
で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
、
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
ー
ル
な
ど
も
計
画
し

て
お
り
、
市
民
の
方
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ー
依
存
症
・
治
安
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か

　
当
グ
ル
ー
プ
が
世
界
各
国
で
培
っ
て
き
た
知

見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
生
か
し
、
世

界
最
高
水
準
の
懸
念
事
項
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
の「
信
頼
」を
得
る
た

め
に
不
正
や
贈
収
賄
な
ど
の
有
害
な
影
響
は
排

除
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
順
守
）を
徹

底
し
た
上
で
、
事
業
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

ー
市
民
の
皆
さ
ま
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
佐
世
保
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
の
食
や
自
然

な
ど
の
豊
富
な
観
光
資
源
が
、
Ｉ
Ｒ
に
よ
っ
て

さ
ら
に
光
り
輝
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
佐
世

保
が
世
界
に
向
け
た
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化

の
発
信
基
地
に
な
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き

ま
す
。
長
年
の
Ｉ
Ｒ
誘
致
へ
の
期
待
に
応
え
、

国
内
初
の
Ｉ
Ｒ
区
域
認
定
を
勝
ち
取
り
、
Ｉ
Ｒ

が
開
業
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
取
材
日
　
10
月
6
日
）

最大 6千席の国際会議場（MICE 施設内） 展示総面積 2万㎡の展示施設（MICE 施設内）

多種多様なイベントを実施できるジャパンハウス 最先端テクノロジーを活用した送客施設

多種多様なイベントを実施できるジャパンスクエア

※紹介しているイメージは全て令和 3年 8月 30日時点のものです。
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私
た
ち
カ
ジ
ノ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
グ
ル
ー
プ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
に

あ
る
国
有
企
業
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
を
中
心
に

世
界
各
国
で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
持
つ
世
界
屈
指
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
国
有
企
業
な
ら

で
は
の
誠
実
な
運
営
、
文
化
・
芸
術
団
体
と
の
つ

な
が
り
を
生
か
し
、「
安
全
安
心
で
地
域
に
貢
献

で
き
、
幅
広
い
世
代
の
人
々
に
と
っ
て
魅
力
的
な

Ｉ
Ｒ
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ー
ど
の
よ
う
な
Ｉ
Ｒ
施
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
か

　
Ｉ
Ｒ
の
核
と
な
る
M
I
C
E
施
設
に
は
最
先

端
の
I
C
T
を
導
入
し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

で
使
い
や
す
い
国
際
会
議
場
や
国
際
展
示
場
を

造
り
ま
す
。
宿
泊
施
設
に
は
幅
広
い
客
層
の
あ

ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
ホ
テ
ル
や
温
泉

旅
館
な
ど
、
7
つ
の
施
設
、
2
千
室
以
上
の
客

室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
で
地
域
に
貢
献
で
き

魅
力
あ
る
Ｉ
Ｒ
実
現
を
目
指
し
ま
す

カ
ジ
ノ
オ
ー
ス
ト
リ
ア

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
社
長
　
林  

明
男  

さ
ん

MICE 施設（国際会議場）

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

クリスタルタワ－ホテルとMICE 施設（交流拠点施設）

国内外を問わず幅広い世代が楽しめるショッピングモール

IR事業者
インタビュー

クリスタルタワーホテル

MICE 施設



3  交流人口の増加
　ＩＲへの観光やMICE 施設を目的に、国内外から
多くの来訪客が期待できます。また、来訪客の周遊
観光によって、市内のさまざまな観光地や飲食店、
商業施設などににぎわいが生まれます。

世界中から人の流れを創出

2  定住人口の増加
　ＩＲや関連産業で多くの従業員が必要となるため、
国内外からの移住が期待できます。また、若者の市
内就職やUJI ターンも期待でき、若年層の市内定着
が促進されます。

雇用創出によるUJI ターン
若者の市内定着

日本基準から世界基準へ
観光活性化の起爆剤　来訪客の増加によって、観光や飲食、交通、旅行代理店など

の観光関連事業が活性化します。また、ＩＲの運営に伴い、さ
まざまな食材、物資、サービスなどの需要が高まり、地元での
調達が期待できます。さらには、関連産業の民間投資が拡大し、
幅広い経済波及効果も期待できます。

4  地域経済の活性化

6  財政基盤の強化
　ＩＲの運営に伴う収入の一部は、本市の財源とし
て観光や地域経済の振興などに充てられます。また、
ＩＲの固定資産税などの市税の増加によって、本市
の財政基盤の強化につながります。

本市の財政基盤を豊かに

カジノ入場料

カジノ納付金

市税

5  農水産業の活性化
　ＩＲによって農水産物や畜産物など、地元の食材や
特産品の需要が高まります。それに向けて、ICT を活
用したスマート農業などの取り組みによって生産性を
高めることで、農水産業の活性化も期待できます。

「地元調達」による
農水産業の活性化

UJI
ターン

市内
就職 ターン
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ＩＲ誘致がもたらす6つの効果
　本市では、ＩＲ誘致が人口減少や若者の市外流出などの課題解決につながると考えています。　
　ＩＲの設置運営を行うCAIJ は総事業費を約3,500億円（開業時）、延べ来訪者数を年間約840
万人と想定しており、経済波及効果（九州内）は年間約 3,200 億円、雇用創出効果（九州内）は約
3万人を見込んでいます。ここでは、ＩＲ 誘致がもたらす 6つの効果について紹介します。

１ 多様な雇用の創出
　ＩＲでは多種多様な雇用の場が創出されており、海外のＩＲでは900種以上
もの職種があると言われています。特にＩＲではグローバルな国際観光人材が求
められるため、給与や福利厚生などの条件が整った雇用にもつながると期待され
ています。また、ＩＲの建設・運営によって、建設業や農林水産業、観光・サー
ビス業などの関連産業で、幅広い業種の雇用機会の拡大が期待できます。

若者の市内就職
UJI ターン

新たな
ビジネスチャンス

雇用の掘り起し

建設、資材生産、運搬など
ＩＲ建設関連

ＩＲ運営関連
食品・飲料、商品小売、広告、人材派遣、情報通信、
エネルギー、備品レンタル、金融サービス、教育、
保険、清掃、クリーニングなど

輸送関連
鉄道、バス、船舶、ハイヤー、タクシー、レンタカー、
トラック、宅配、倉庫業、航空など

観光レジャー関連
美術館、博物館、ショッピングセンター、映画館、劇場、
世界文化遺産、商店街、百貨店、テーマパークなど
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関連産業で拡大する業種例　雇用約2万人

MICE 施設
イベントプランナー、通訳（多言語）、受付、ゲ
ストリレーションズ、アシスタント、照明スタッ
フ、音響スタッフ、誘導案内など

ホテル
ホテルコンシェルジュ、バトラー、フロント、
ドアマン、ベルスタッフ、キャッシャー、シェフ、
パティシエ、ソムリエ、ハウスキーパー、ホテ
ルマネジメント、リテールマネジメント、セー
ルス、プランニング、財務、監査など

送客施設
トラベルデスクスタッフ、ツアープランナーなど

商業施設
販売員、バイヤー、マネージャーなど

カジノ施設
ディーラー、マネージャー、フロアパーソンなど

ＩＲで生まれる職種例　雇用約1万人
雇用創出

約3万人



09広報させぼ 2021.12

特
集
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
　
Ｉ
Ｒ
推
進
室
　
☎
24
・
1
1
1
1

　
ま
た
、
経
済
面
で
も
地
方
創
生
や
地
域
経
済
へ
の
貢
献
と

し
て「
地
元
調
達
1
0
0
％
」が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
私
た

ち
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
で
は
年
間
約

8
4
0
万
人
も
の
来
訪
者
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
安
定
し
た
供

給
を
継
続
し
て
行
う
た
め
に
は
、
佐
世
保
に
限
ら
ず「
オ
ー
ル

九
州
」で
の
支
援
体
制
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
九
州
経
済

界
の
皆
さ
ま
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
九
州
Ｉ
Ｒ
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
Ｉ
Ｒ
の
需
要
を
九
州
全
体
で
受
け
止
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
Ｉ
Ｒ
に
関
連
す
る
企
業
の
皆
さ

ま
に
は
、
佐
世
保
や
そ
の
周
辺
に
営
業
所
な
ど
を
構
え
て
い
た

だ
き
、
地
域
に
根
付
い
た
地
元
企
業
と
な
れ
る
よ
う
に
、
私
た

ち
も
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｉ
Ｒ
は
1
0
0
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

誘
致
で
き
れ
ば
鎮
守
府
設
置
以
来
の「
第
ニ
の
開
港
」と
も
言
え

る
イ
ン
パ
ク
ト
を
世
界
に
与
え
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
誘
致
を
好
機
と
捉

え
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
礎
を
築
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

全
力
で
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　（
取
材
日  

10
月
26
日
）

K
I
R
C
発
足
式
で
の
共
同
宣
言
の
様
子

九州ＩＲ推進協議会（ＫＩＲＣ）
九州経済界、議会、行政で構成される協議会。本年 4
月 12日には九州へのＩＲ誘致、ＩＲ需要の地元調達
確保、九州全域の魅力発信を実行する共同宣言が行わ
れました。

　
長
期
的
に
は
、
未
来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
が
早
い
段
階
か

ら
観
光
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
を
持
ち
、
実

践
で
き
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
春
設
置
し
た
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
準
備
会
で
は
、
産

官
学
が
協
力
し
合
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
で
活
躍
で
き
る
Ｉ

Ｒ
で
期
待
さ
れ
る
幅
広
く
か
つ
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
持
つ

観
光
人
材
を
育
成
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
観
光
産
業
は
、
再
び
さ
ら
な
る
成
長
に
向

か
い
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
が
起
爆
剤
と
な
り
、
佐
世
保
が
国
内
外
の
旅

行
者
か
ら
選
ば
れ
る
滞
在
地
と
な
れ
ば
、
多
く
の
雇
用
が
生
ま

れ
、
定
住
・
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
も
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
内
な
る
国
際
化
」に

向
け
て
、
こ
れ
か
ら
先
は
い
ろ
い
ろ
な
国
籍
の
人
と
一
緒
に
働

く
社
会
に
な
り
ま
す
。「
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
風
土
」を
生
か

し
、
Ｉ
Ｒ
を
契
機
に
佐
世
保
が
持
つ
国
際
性
が
開
花
し
、
新
た

な
時
代
に
輝
け
る
観
光
国
際
都
市
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
取
材
日  

10
月
21
日
）

関
係
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
行
う
様
子

九州・長崎国際観光人材育成コンソーシアム準備会
長崎国際大学と長崎県立大学、県、市の 4者で設置し
たコンソーシアム（共同事業体）準備会。地域の観光
産業で活躍するグローバルな人材育成を検討していま
す。

れ
の
立
場
で
幅
広
く
前
向
き
な
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
私
は
東
部
地
区
自
治
協
議
会
連
絡
協
議
会
の
会
長

も
務
め
て
お
り
、
Ｉ
Ｒ
は
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
地
域
の
代
表
と
し
て「
国
際
観
光
拠
点
の
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
」と「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」を
い
か
に
共
存
さ

せ
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｒ
の
設
置
運
営
事
業
予
定
者
が
決
ま
り
、
10
月
に
は
事
業

者
に
よ
る
説
明
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
Ｉ
Ｒ
計
画
が
作

成
さ
れ
て
い
く
中
で
、
事
業
者
か
ら
カ
ジ
ノ
施
設
な
ど
の
具
体

的
な
説
明
を
聞
き
な
が
ら
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、現
在
議
論
し
て
い
る
懸
念
事
項
対
策
は
、Ｉ
Ｒ
に
限
っ

た
話
で
は
な
く
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
も

大
切
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民

や
参
画
団
体
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
重
ね
、
東
部
地
区
と
し
て
も

「
世
界
一
安
全
安
心
な
ま
ち
」と
し
て
国
内
外
の
模
範
と
な
る
ま

ち
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

取
材
日  

10
月
28
日
）

関
係
者
と
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
様
子

九州・長崎ＩＲ安全安心ネットワーク協議会準備会
周辺地区自治協議会、大学病院、PTA、防犯協会、警
察、ＩＲ事業者、大学などで構成される準備会。ギャ
ンブル等依存症や治安維持、青少年健全育成などの対
策を検討しています。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（
完
全
版
）を
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
下
の
画
像
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

産
学
民
関
係
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｉ
Ｒ
誘
致
で
始
ま
る
佐
世
保
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
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産

学

民

　
旧
海
軍
鎮
守
府
設
置
以
降
、「
基
地
の
ま
ち
」と
し
て
発
展
し

て
き
た
佐
世
保
に
と
っ
て
、
Ｉ
Ｒ
が
基
地
と
共
に「
地
域
経
済

活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
」と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
佐
世
保
は
人
口
25
万
人
ほ
ど
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
す

が
、
広
域
の
経
済
圏
や
基
地
と
の
共
存
共
生
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
経
済
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
お
り
、地
方
都
市
の
中
で
も「
キ

ラ
ッ
と
輝
く
も
の
」が
あ
り
ま
す
。
佐
世
保
が
さ
ら
な
る
輝
き

を
手
に
す
る
た
め
に
は「
佐
世
保
ら
し
さ
」を
磨
き
上
げ
、
文
化

や
伝
統
を
生
か
し
た
核
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
Ｉ
Ｒ
は
そ
の

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
決
定
し
た
Ｉ
Ｒ
設
置
運
営
事
業
予
定
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
国
有
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
舞
台
と
な
る
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
も
オ
ラ
ン
ダ
の
街
並
み
を
再
現
し
た
も
の
で
す
。
今
回
Ｉ
Ｒ

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に「
西
洋
と
東
洋
文
化
の
調
和
」が
掲
げ

ら
れ
て
お
り
、
佐
世
保
が「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
発

信
地
」と
な
れ
ば
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
で
き
ま
す
。

基
地
と
共
に
Ｉ
Ｒ
を

「
地
域
経
済
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
」に

佐
世
保
商
工
会
議
所（
九
州
Ｉ
Ｒ
推
進
協
議
会 

理
事
）

会
頭
　
金
子  

卓
也  

さ
ん

　
Ｉ
Ｒ
の
設
置
運
営
事
業
予
定
者
が
海
外
の
国
有
企
業
グ
ル
ー

プ
に
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
産
業
で
求
め
ら
れ
る
人
材
は

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
何
で
も
応
用
の
利

く
人
材
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
専
門
性
の
高

い
人
材
が
求
め
ら
れ
、
加
え
て
こ
れ
か
ら
の
国
際
競
争
を
勝
ち

抜
く
た
め
に
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ（
お
も
て
な
し
）あ
ふ
れ
る

人
材
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
観
光
先
進
国
で
は
、
専
門
知
識
を
学
び
つ
つ
将
来
に
向
け
た

実
践
教
育
に
力
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
で
も

学
生
た
ち
が
魅
力
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
構
築
で
き
る
仕
組
み
を
つ

く
り
、
Ｉ
Ｒ
で
期
待
さ
れ
る
先
端
の
観
光
人
材
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、団
体
か
ら
個
人
に
旅
行
形
態
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

観
光
客
は
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
多
様
な
経
験
を
求
め
て
目
的

地
を
訪
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｒ
に
限
ら
ず
佐
世
保
の
魅
力

を
観
光
的
な
視
点
で
考
え
る
人
材
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
観
光
人
材
の
育
成
拠
点
に

九
州
・
長
崎
国
際
観
光
人
材
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
準
備
会

（
長
崎
国
際
大
学 

人
間
社
会
学
部 

国
際
観
光
学
科 

学
科
長
）

座
長
　
井
上  

英
也  

さ
ん

「
世
界
一
安
全
安
心
な
ま
ち
」を
目
指
し
て

九
州
・
長
崎
Ｉ
Ｒ
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
準
備
会

（
東
部
地
区
自
治
協
議
会
連
絡
協
議
会  

会
長
）

会
長
　
横
石  

政
夫  

さ
ん

　
Ｉ
Ｒ
に
は「
多
様
な
雇
用
の
創
出
」や「
定
住
人
口
の
増
加
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等

依
存
症
や
治
安
維
持
な
ど
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
を
見
据
え
、
い
か
に
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
最
小
化

し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
に
な
り
ま
す
。
周
辺
地
域
に
お
け

る
安
全
安
心
の
確
保
と
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
に
向
け
た
検

討
を
行
い
、
参
画
団
体
と
情
報
共
有
を
図
り
、
協
働
で
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
11
月
に
九
州
・
長
崎
Ｉ
Ｒ

安
全
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
準
備
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
準
備
会
は
大
学
病
院
や
P
T
A
、
防
犯
協
会
、
警
察
、
Ｉ
Ｒ

事
業
者
、
大
学
、
東
部
7
地
区
の
地
区
自
治
協
議
会
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ
Ｒ
に
対
し
て
慎
重
・
中
立
的
な
立
場
を
取

ら
れ
て
い
る
方
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が

あ
る
中
で
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
正
し
く
理
解
し
、
判

断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
会
合
で
は

懸
念
事
項
に
対
す
る
専
門
家
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ


